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研究成果の概要（和文）：本研究は4 つの研究領域①生物学的精神医学および認知行動療法の展開による疾患観の変化
、②精神疾患症状の現象論的・行為論的・認知哲学的把握、③診断の歴史と科学論、④当事者、家族、支援者の視点：
地域社会論と障害学からの検討を設定し、各領域の研究を通じて精神疾患概念の再検討と「精神医学の科学哲学」の展
開をはかった。研究の成果は15本の論文と59回の学会等の発表・講演、国際会議Tokyo Conference on Philosophy of 
Psychiatryの実施などを通じて発表されている。また、本研究の集大成として、全3巻のシリーズ書籍「精神医学の哲
学」（仮題）を刊行する予定である。

研究成果の概要（英文）：This project re-examined the concept of mental illness against the backdrop of 
the current changes in psychiatry in 4 research fields: (A) studying the changes in views regarding 
mental illness due to developments in biological psychiatry and cognitive therapy; (B) understanding the 
symptoms of mental illness from the perspectives of phenomenology, the theory of action, and cognitive 
philosophy; (C) conducting historical and theoretical investigation of diagnosis; and (D) understanding 
mental illness from the perspectives of the patients, their families, and any other support groups using 
community studies and disability studies. The results of the study were published in 15 papers and 59 
oral presentations. Moreover, a 3-volume book series (in Japanese) called "Philosophy of Psychiatry" is 
in preparation (to be published in 2016).

研究分野： 科学技術哲学、現象学
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１．研究開始当初の背景 
 
現在の精神医学では、精神疾患（精神障害）

を生物・心理・社会モデルにおいてとらえる
ことが一般化している。しかし、生物的要 
因、心理的要因、社会的要因のそれぞれがど
のように関連しあっているのかが明確にさ
れているとは言い難い。他方でまた、近年の
生物学的精神医学の進展、アメリカ精神医学
会の診断・統計マニュアル DSM の改訂作業、
地域生活支援や当事者研究の展開など、精神
医学をめぐる状況が国内外で大きく変化し
ていた。特に研究開始当初は、DSM の改定作
業が大詰めを迎えており（2013 年に発表され
た）、診断基準の変更が大きな関心を集めて
いた。そうした状況の中、精神疾患とは何か、
どのように分類されるべきかという問題に
関して、科学哲学的な分析が必要であるよう
に思われた。 
 
２．研究の目的 
  
上記のような背景のもと、本研究プロジェ

クトは精神医学の哲学に関する学際的な研
究プロジェクトを組織し、日本における精神
医学の哲学を展開し、精神疾患概念を再検討
することを目的とした。本研究では、この目
的を達成するため、4 つの研究領域――①生
物学的精神医学および認知行動療法の展開
による疾患観の変化、②精神疾患症状の現象
論的・行為論的・認知哲学的把握、③診断の
歴史と科学論、④当事者、家族、支援者の視
点：地域社会論と障害学からの検討――を設
定し、研究を進めていくこととした。 
精神医学と哲学の関係については、日本で

も比較的早くから研究が進められてきたが、
その多くは現象学や精神分析を背景に展開
されてきたものである。本研究はそうした成
果をも参照しながら、近年の分析哲学系の哲
学者たちによる精神医学の哲学の展開や、精
神医学をめぐる研究動向、社会的・歴史的背
景の変化を踏まえて、精神医学の「科学哲学」
を展開し、精神疾患概念の再検討を進めるこ
ととした。また本研究では、海外の研究者の
協力のもと、国際的な議論の動向を十分踏ま
えるとともに、科学史・医療人類学、精神医
学、社会福祉学、障害学・当事者研究など多
様な分野の国内の研究者による研究組織を
つくり、精神医学の科学哲学に対して、日本
から独自の貢献を果たすことを目指した。 
 
３．研究の方法 
  
 本研究には様々な専門分野をバックグラ
ウンドとする研究者が参加したが、本研究は
精神医学の科学哲学の展開をめざすもので
あり、各研究参加者の個人的な理論的・文献
的研究と研究集会を組み合わせる形で研究
プロジェクトを進めていった。研究参加者は
それぞれ上記の4つの研究領域の１つまたは

複数の領域を担当し、それぞれの研究手法に
基づいて研究を行った。研究期間中は 4回の
全体研究会と 1回の国際会議を開催した。ま
た、各研究参加者の個人発表や講演のほかに、
学会でのシンポジウムやワークショップを
企画した。全体研究会や国際会議、学会での
シンポジウム等では、研究参加者が発表を行
ったほか、外部の研究協力者にも発表・講演
を依頼し、精神医学の科学哲学に関する様々
な論点を幅広い視野から検討することを試
みた。 
 
４．研究成果 
 
 本研究の成果は 15 本の論文、59 件の学会
発表、7 件の書籍によって発表されている。
また、東京で国際会議を開催したほか、日本
科学哲学会でのシンポジウムと科学基礎論
学会でのワークショップを企画した。 
 
【国際会議】 
国際会議は、2013 年 9月 20 日から 23日に

かけて、Tokyo Conference on Philosophy of 
Psychiatry として開催した。本会議は本研究
プロジェクトを主催組織とし、東京大学大学
院総合文化研究科付属・共生のための国際哲
学研究センター・上廣共生哲学研究部門およ
び東京大学大学院総合文化研究科・進化認知
科学研究センターを共催組織として開催さ
れた（進化認知科学研究センターはサテライ
トワークショップのみ共催）。本会議は 4 日
間にわたって開催され、本研究プロジェクト
の研究代表者と分担者、連携研究者、海外共
同研究者(Shaun Gallagher, Josef Parnas, 
Kevin Chien- Chang Wu)が発表したほか、
外部からも講演者の招聘や発表者の募集を
行った。本会議では、社会認知、精神医学の
歴史、現象学、行為者性感覚など精神医学の
哲学に関する広範なテーマについて、27人が
発表・講演を行った。 
 

【国内学会】 
2013 年 11 月の日本科学哲学会大会でのシ

ンポジウム「精神医学の哲学：精神疾患概念
の再検討に向けて」では、石原、信原、糸川、
鈴木がそれぞれ、精神医学の医学化、妄想の
メカニズム、統合失調症概念の異種性と複雑
性、日本精神医学の近代化モデルに関する提
題を行った。本シンポジウムを受けて、学会
誌『科学哲学』47 巻第 2号の特集テーマが「精
神医学の哲学」となり、シンポジウムの提題
者の論文が掲載された。また 2013 年 6 月に
開催された科学基礎論学会総会においてワ
ークショップ「DSM-5：アメリカ精神医学会
の新診断基準をめぐって」を開催し、2015 年
6月、2013 年 5月に出版された DSM-5 の背景
と意義について議論を行った。 
 
【各研究領域の成果】 
4 つの研究領域における研究を通して「精



神医学の科学哲学」を展開し、精神疾患概念
の再検討を行うという本研究の目的は、上記
のような国際会議、学会でのシンポジウム・
ワークショップの開催、講演会・研究会を通
じて研究が進められたほか、論文・書籍・学
会発表等においてその成果が発表されてき
た。各領域における各研究参加者の主な成果
は以下の通りである。 
①生物学的精神医学および認知行動療法

の展開による疾患観の変化：糸川は、精神疾
患に関する分子生物学的研究の歴史および
最近の研究動向を踏まえた上で、統合失調症
を中心に精神疾患概念の検討を行った。石垣
は、認知行動療法の基礎と展開について整理
を行った。また石原は、生物学的精神医学や
薬物療法の歴史的な展開と精神疾患（精神障
害）概念との関係について検討を行った。さ
らに、2009 年から米国 NIMH が開始した
RDoC(Research Domain Criteria)プロジェク
トが精神疾患概念に対して与える影響につ
いて考察を加えた。   
②精神疾患症状の現象論的・行為論的・認

知哲学的把握：信原は妄想及び思考吹入につ
いて、哲学的な考察を行った。妄想について
は、経験の異常だけではなく、信念評価の異
常も必要だとする二要因説を擁護しつつ、そ
れをさらに洗練して、その両方の説明には、
経験の深刻な異常と信念評価の軽い異常が
必要であることを明らかにした。思考吹入に
ついては、「思考の所有者性」とはいったい
何かを詳細に考察し、「主観性」、「行為者性」、
「制作者性」、「因果的一貫性」の四つの候補
を吟味して、因果的一貫性とするのがもっと
も適切であることを明らかにした。河野は、
「生態学的現象学」という立場から、脳性ま
ひと自閉症スペクトラムと呼ばれる子供た
ちの教育現場を事例として、身体の持つ表現
力、コミュニケーション力などを考察した。
また石原は、現象学的精神病理学における
「共通感覚」論と「身体化された心」アプロ
ーチとの関係の検討を行うとともに、認知神
経リハビリテーションの哲学的検討を通し
て、認知と運動イメージと言語表現、身体運
動の関係などに関する考察を行った。 
③ 診断の歴史と科学論：石原はアメリカ精
神医学会の診断・統計マニュアルにおける診
断基準の変遷やその背景などを検討しなが
ら、診断基準に関する科学哲学的な考察を行
った。北中は、「ライフサイクルの医療化」
という視点から、近年急速に精神医学的枠組
みを用いた概念化が進んでいる「日常的苦
悩」の領域――発達障害、うつ病と認知症－
－について人類学的調査を行った。予防医学
や先制医療の方法論が精神医学にも導入さ
れる中で、より早く疾患を見つけ、精神科的
介入を進めることがどのような臨床的・倫理
的葛藤や問題を引き起こしているのかにつ
いて、国際比較を踏まえて分析を行った。鈴
木は、特に日本の事例に焦点を当て、精神病
院の症例記録の分析を通して、診断の歴史的

変遷に関する検討を行った。 
 ④当事者、家族、支援者の視点－地域社会
論と障害学からの検討：熊谷は当事者研究の
有効性という観点から、痛みや依存症の理解
および対処法に関して、当事者研究がどのよ
うな意義を持ちうるのかを明らかにした。向
谷地は、当事者研究の近年の展開を踏まえな
がら、当事者研究と精神医学との関係につい
て検討を行った。石原は当事者研究と現象学
的精神病理学の関係について検討を行うと
ともに、イギリス障害学や米国における
consumer/survivor movementと当事者研究の
比較を行い、当事者研究の意義と特徴を明ら
かにした。また近年注目を集めているフィン
ランドのオープンダイアローグアプローチ
の調査を行い、オープンダイアローグアプロ
ーチと地域社会との関係など関する分析を
行った。 
 なお、精神疾患の概念の再検討という課題
に関して、石原は、WHO の国際疾病分類（ICD）
やアメリカ精神医学会の診断・統計マニュア
ル（DSM）においては、mental illness（精
神疾患） という語の使用が避けられている
ことから、mental disorder（精神障害〔精
神疾患とも訳される〕）概念の分析を中心に
行った。DSM、ICD における mental disorder
概念の変遷やウェイクフィールドの「有害な
機能不全」モデルの検討などを踏まえて、
mental disorder（精神障害）と disease（疾
病）概念の関係を整理し、精神医学の対象と
しての精神障害の概念の哲学的な検討を行
った。 
 
【シリーズ書籍の刊行】 
本研究プロジェクトの集大成として、シリ

ーズ書籍「精神医学の哲学」（仮題）全 3 巻
（東京大学出版会）を刊行する予定である。
シリーズの執筆者は研究代表者・研究分担者
及び外部の研究協力者である。現在第１巻、
第２巻が印刷中であり、第３巻も編集作業中
である。 
本シリーズの第１巻『精神医学の科学と哲

学』（仮題）は精神医学・精神障害に関する
科学論と哲学をテーマとしている。第 1章で
は、精神疾患（精神障害）の概念分析および
精神障害の分類問題、精神医学および精神障
害の哲学などを扱うほか、思考吹入と妄想の
哲学的分析、精神分析の思想、現象学的精神
病理学、統合失調症、精神薬理学、生物・心
理・社会モデル、認知行動療法をテーマとし
た各章が配置されている。 
第２巻『精神医学の人類学と歴史』（仮題）

は、精神医学の歴史と人類学に関する総論の
ほか、PTSD、精神疾患の「声」の歴史、宗教、
精神医学の専門職、病の経験、日本社会にお
ける家族、精神療法と生物学的精神医学の人
類学、メディアをテーマにした章が配置され
ている。 
第３巻『精神医学と現代社会』（仮題）は、

精神医学と隣接領域、リカバリー思想、地域



精神医療、精神科医療における家族の役割、
当事者研究の展開などを扱う予定である。 
 本シリーズは精神医学の科学論と哲学、歴
史学と人類学、そして地域精神医療と精神医
学と精神科医療における家族、当事者の問題
を体系的・包括的に扱うものであり、日本に
おける精神医学の哲学の展開に大きく寄与
しうるものと考えている。 
 
５．主な発表論文等 
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